
光の中で、またいつか

シナリオパス： キャサリンへの贖罪 推奨コロナ： 執行者

クイックスタート： 恩讐の黒騎士 推奨ミーム： オリジン

シナリオパス： ＰＣ１への信頼 推奨コロナ： 星詠み

クイックスタート： 剣の聖女 推奨ミーム： オリジン

シナリオパス： ＰＣ１（ＰＣ２）への期待 推奨コロナ： 光翼騎士

クイックスタート： 真理の探究者ｏｒ新米魔法教師 推奨ミーム： オリジン

シナリオパス： ＰＣ２への約束 推奨コロナ： 聖戦士

クイックスタート： 平和の導き手 推奨ミーム： オリジン

セッショントレーラー：

　数々の脅威から世界を守るべく、各地へ散っていった仲間達は、それぞれの方法で力を得て帰ってきた。

　彼らの存在を根本からあざ笑うかのように巨大なダスクフレアが出現する。

　その裏には、この地に現れることなく志半ばで散ったはずの仲間の影があった。

　信じた仲間との誓いの結末には、希望があるのか、絶望が待っているのか。

　異界戦記カオスフレア『光の中で、またいつか』

人よ、未来を侵略せよ！
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　キミは、世界を救う勇者となるため世界を放浪し、ついにカオスフレアとして目覚めた。
　だが、その犠牲は大きかった、幾多もの苦難を共に乗り越えてきた相棒、キャサリン。そして、自分自身。
　黄泉還りとなってまで生きながらえている理由はわからなかったが、そうとなればやることはあった。
　そう、共に世界を救うと誓いあった仲間に会わねばならない。

　キミは、世界を守る最強の存在たるべく、ミリティアを選んだ。
　過酷な鍛錬ではあったが、幸いにも、キミはそれを乗り越えられるだけの才能と根性を持っていた。
　そしてようやくモナドトルーパーのパイロットとして認められたある日、迫り来る脅威の存在を知ることになる。
　その脅威は、いつか帰ると誓った場所へと向かっているのだった。

　世界に迫る脅威に対抗する術を求めて、キミは研究に没頭した。
　世界の脅威たるダスクフレアに対抗できるのは、カオスフレアしかないという結論に達すると共に、自らにその力があることに気がつ
いた。
　さらにカオスフレアは、共鳴し合うことでその力をいや増す。
　信頼できる仲間と共にあれば、最高の力を発揮するに違いないのだ。

　キミのオリジンを巡る旅は、戦いよりも悲劇に満ちていた。
　数々の救いを求める声、倒れても立ちあがってきてしまう黄泉還りたち。
　彼らの救いと癒しに応える力を身につけはしたが、それは所詮一時のもの。
　全ての元凶たるダスクフレアを根絶するためには、より強い力が必要になる。
　その力を持つものは、きっと約束の地で待っている、と信じていた。
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